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実施した (JJ日塚 1995) 。それらの分析結果を;踏まえて作成されたJî~塚|を保-大賀克彦. I王|村Jn
美による変遷î~JtiJ ¥ • J}1夜では広く受け入れられている(第 1l)gl) 0 JJ~塚らはさらに. I日5ヨi本列j
でで、発見されるガガ、ラスの材.質質一のうち' アルミナソーダ石灰ガラス (Na20-AI20]-CaO-Si02系)は



















占足首俊ナト 1)'/ム(トla，O))，石灰(i災直まプ'J}vシウム /CaCo.))，シリカ (SiO，)等からj点る。
西アジア j也1:"海沿岸地主主を起if!;¥
(N‘1，0-CaO-SiO， i長)
マグネシウム (Mg) とカリウム (K)の含有数が高い拠物灰タイプと MgとKの
とすると考えられる。
合:(i止が低いナトロンタイプ!こ分けられゐ。




自主化カリウム (K，O) とSiO，を主成分とし八1，0)や Na，O).，CaCo，も数%含む。
i九アルミナデイプlまベトナム >)'1'
AI，O，の合平}鑓;が)iIj< CaCo.，の合平f:1社が低い決jアルミナすイプと AI，O) 0)含有量
カリガラス
がfl_~く CaCo.)の合可';f:lft が前j い ffí:アルミナタイプ lこう〉けら il ゐ。 ~~j アルミナクイプ i霊1ft)剖¥， ilIアルミナタイ
(K，O-SiO，系)









(1羽田13，0-SiO，i(，) たとみられる '1:'(主11~H~1 の 1iラス。
弥生純代前矧i 弥生時代中期 弥生時代後期 i 古境時代前期 i 中11 さi員時代後期






第 i図 EI本列島におけるカラス材質の変選 (J出家・日:1村・大賀 2010をもとに作成)
亙.資料
本研究でmいる資料 2) は，常|箆の前期古墳である狐塚古墳，桜塚古墳，勅使塚古墳，イ'1.r_白













ï~，j"点 所在 年代 Ji~形 号コi:Ji} i1M1i'資料
1iJlWi!i寸点 グ~j"HHi(川市岩瀬 41世紀 百IjプHをブjJili KNT i炎}ザ色小玉 14 ，'~，(
コ H?: I ~予 Jf，{ 茨 Jll( u;qmW~il;i手 j誌 41世紀 iII[m全力境 HRI i炎1守色IJ、ミ[7/'
3 Ji1t2号 lì~ 決 JII( V芸術 m~ilii手応 ヰi世紀 ro杉til HR2 淡w二色+'[4点
4 十去 j家 l~ïJl:í 茨城経つくばil;水守 4!1Hi.' iiJi走F'j域 SKR {炎肉色小 E29."，':
コ 佐i三IJg市境 ぷ;城県 :61~ilíli佐久 4j!1紀 ìÎÎj)Ii-&I'j 打~~ SZl 淡色IJ、E自点
6 粉{史j家i!，'横 ;)、J)主持行)j!lii'!，m 4 t世紀 iIi)il主)jti'( CYK l炎青色 IJ 、 τ1~38 ，!.~(
7 íi~ ?í~ì寺 ïl ， Jjせ 千二 :~~U;~~tl洋 iミ I千'TllfJ 411紀 i!ij)jl丑I'J1'¥ NMJ :炎 .I~f色小玉 7.'".( 制19，_1LT2点
自 Ip ilr，!iJilf ぷ、j成以つく 1;fili:!ヒ条 611紀 iIIj)jl左l'同i KI3Y 淡TI-色IJ、T.J，'_{紺色小王41."，¥勾 E9，"¥
り こEll!. }Îj jgí~Jtn ;)'.:JII( V;~ ノl 、美li. ili .J二五w 61H紀 iIlj)I丑I'lt自 ドNT 対i色:tLTII.'，¥黄色小:F2.t!，(lJi.緑色小:EI6，'./
10 芝AIJII号I賞 東京都港区芝公1iI1λi 71U. 有包 IIJm SMY 背色h:rl3山 淡W(シト王16.'.'，:




















J五泣; 内部気泡 楽部状態 小iコ}沼紛終終
管切り iLと平行方向に{ljlびる気泡のおもし 表日Ii.干しのl'すi1iiは比!絞的滑らかである。 間小口聞に}JIl熱・liJfJ裂による間終くは列。 のJ反跡有り。
若手き{、jけ 孔をj['兄り巻く枯Gi立にれ11ぴる気泡の柱 表部は比較的滑らかであるが• iLのl勾阪に荒れる なし。もしくは列。 {I:Mijがみられる。
釘1)盆 制1かい気泡の光滋。 一待{I資料に表百Iilこ炎起状の溶け残りがJH1る傾向 一部資半'[1こ小に1i?!I溺殺の痕跡あり。干しの1人li?I孔の1}'lIi!iにiiH1.る傾向がみられる。
可~~lx!J~分析装置は測定雰囲気や検出器の問題からガラスの主成分であるナトリウム (Na) や















上総の前~m吉壌で、ある能j持寺古墳出土資料は径 3.5mm ~ 4.5mm，高さ 2.5mm~ 4.5mmの小
玉6点と径 6.14ml11，高さ 4.59ml11のやや大きめの小玉 i点がÔ~青色である一方，制j 色を呈ーす






























おり.非常に梢散な121で、あるといえる。一方，これらの丸玉の1:1に l点のみ • 1三1:犬ではなく小



























れるものの，主イ本は植物j天ソーダ石FAガラスである。 同様の傾向は芝丸山 l 号.j:黄 U~けこ丸玉にも
あてはまる。舟塚古墳の丸玉， tll:~J尿I~j:買の小玉はすべて j建物灰ソーダ石灰ガラスからなるなど，




















学汗灰股、守切守;完浮桝昇丹力的ラ玖ス i ルミマ フ i 
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ストロ(Rb) ， やルピジウム(Zr) ガラスに微量冗素として含まれるジルコニウムカfあるカf












































































































































古墳時代の常Il?i~でm し 3 られたガラス小玉の種類の変遷は，これまでの先行研究が提示した変遷









































5) 日本列島で発見される Co着色ガラスの Coには Mn(マンガン)が多く含まれているものと少ないも
のがあり， Mn が多く含まれるコバルト鉱石は中!~の鉱床起源で、あるとされている (JJ出家 1995) 。本調
査資料の紺色ガラス玉に関しては，カ 1)ガラスおよびナトロンタイプの紺色ガラスには，アルミナソー
ダ石灰ガラスや植物灰タイプのソーダ石灰ガラスに比べ Mnが多く含まれていることがf確認された。
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常|窪の議開j古墳I:B土ガラスノト王の化学的組成と製作技法
Chemical Compositions and Manufacturing Techniques ofthe Glass Beads from 
Hitachi Region Tumuli during the Em匂KofunPeriod 
KA'l、0，Chisato 
Ancient glass beads， a common grave good in Kofun have been fOllnd in great quantities throughout 
the Japanese archipelago. 
Recent chemical composition studies suggest that these glass beads were trade items bet¥veen Japan 
and China， Korea， Southeast Asia and lndia. Therefore， examination of the glass beads can provide 
information on exchange activity in ancient Asia. 
Large quantities， howeverうdissuaderesearchers fr011 undertaking a1 exhaustive glass beads study. 
For this reason， itis advantageous to undertake a [11 area study fir計.In this article 1 1"ocus on glass beads 
that were found in Hitachi region tU111uli from the Early Koflln period and demonstrate tbeir chemical 
compositions and manu1"acturing techniques， 
Analysis determined that almost al objects in this study were "drawn beads possibly produced 
outside the Japanese archipelago. In additionヲtheglass beads used in Hitachi during the Early Kofun 
period， ¥vere COmplぢed01" potassium glass with high alumina content as the main constituent 
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